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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
変
動
す
る
国
外
情
勢
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
春
に
際
し
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
大
部
隊
と
し
て
の
行
動
の

他
、
個
人
あ
る
い
は
小
部
隊
に
お
け
る
行
動
の
重
要
性
も
増
大
し
て
い
ま
す
、

こ
れ
に
伴
い
各
種
分
野
に
お
け
る
陸
曹
へ
の
期
待
と
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
こ
の
一
環
と
し
て
最
先
任
上
級
曹
長
教
育
が
新
た
に
開
始
さ
れ
る
等

陸
曹
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
が
第
四
陸
曹
教
育
隊
は
、
引

き
続
き
諸
先
輩
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
第
一
中
隊
の

善
通
寺
駐
屯
地
へ
の
移
駐
や
各
中
隊
長
等
に
よ
る
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企

業
等
の
訪
問
を
整
斉
と
実
施
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
引
き
続
き
即
応
予
備

自
衛
官
の
更
な
る
出
頭
環
境
の
向
上
と
参
画
意
識
の
高
揚
の
た
め
各
種
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
連
隊
は
、
中
部
方
面
混
成
団
唯
一
の
普
通
科
連
隊
と
し
て
、
「即
応
予

備
自
衛
官
」と
「常
備
自
衛
官
」が
共
に
戦
い
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
、

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
「粘
り
強
い
精
強
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
」
の
練
成
に

精
進
致
し
ま
す
の
で
、
益
々
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
八
月
に
着
任
以
来
、
炎
熱
の
太
陽
の
下
、
練
磨
に
励
む
予
備
自
補
の
姿

に
鼓
舞
さ
れ
つ
つ
団
競
技
会
に
向
け
た
持
続
走
練
成
の
汗
を
流
し
、
秋
に
は
予

備
自
補
の
教
育
訓
練
の
場
を
捉
え
た
訓
練
指
導
能
力
の
演
練
や
格
闘
練
成
訓

練
等
、
基
幹
隊
員
の
練
度
向
上
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

芭
蕉
が
「
ゆ
く
春
を

近
江
の
人
と

惜
し
み
け
り
」と
詠
ん
で
い
ま
す
。

例
年
、
春
か
ら
初
夏
に
掛
け
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
を
担
う
一
般
陸

曹
候
補
生
課
程
（前
期
）と
自
衛
官
候
補
生
課
程
（昨
年
ま
で
は
新
隊
員
課
程

（前
期
）と
呼
称
）の
主
要
教
育
訓
練
の
最
盛
期
で
あ
り
、
今
年
も
ゆ
く
春
を

惜
し
む
頃
に
は
約
四
五
〇
名
の
こ
れ
ら
新
規
入
隊
員
の
溌
剌
と
し
た
声
が
営

庭
に
溢
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
桜
の
便
り
が
聞
か
れ
る
頃
ま

で
に
は
そ
の
為
の
訓
練
基
盤
を
確
立
す
べ
く
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・ご
鞭
撻
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
八
月
に
大
隊
長
に
上
番
以
来
、
こ
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
第

一
一
〇
教
育
大
隊
と
伴
に
歩
む
事
が
で
き
、
教
育
部
隊
と
し
て
の
底
力
を
身

を
も
っ
て
感
じ
る
事
が
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
期
待
を
一
心
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
そ
の
底
力
を
持
っ
て
、
教

育
部
隊
と
し
て
更
な
る
質
的
向
上
を
図
り
、
着
実
な
積
み
上
げ
に
よ
り
将
来

の
陸
上
自
衛
隊
を
支
え
る
貴
重
な
戦
力
た
る
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、
大

隊
一
丸
で
全
身
全
霊
を
傾
け
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
何
卒
、
昨
年
同
様
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

続
け
て
参
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
大

好
き
人
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
国
内
外
を
問
わ
ず
不
安

な
問
題
を
抱
え
る
中
、
自
衛
隊
の

使
命
は
重
大
な
も
の
と
な
り
、
国

民
の
期
待
も
高
ま
る
一
方
で
す
。

隊
員
の
皆
様
は
、
日
本
国
の
為
、

常
に
任
務
に
励
ま
れ
日
々
厳
し
い

訓
練
を
重
ね
ら
れ
て
お
ら
れ
る

事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
つ
つ
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

本
年
も
中
部
方
面
混
成
団
隊
員

の
皆
様
方
、
友
の
会
の
皆
々
様
の

ご
健
勝
と
益
々
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
、
友
の
会
の
皆

様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
混
迷
の
こ
の
時
代
に
新
し
い
年

を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
事
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
昨
年
五
月
、
山
下
照
夫
友

の
会
前
会
長
よ
り
推
薦
し
て
い
た

だ
き
、
第
五
代
中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

学
校
卒
業
と
同
時
に
自
衛
隊
に
入

隊
し
、
そ
の
後
、
自
営
業
を
営
み

な
が
ら
募
集
相
談
員
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
常
に
自
衛
隊
と
関
わ
り

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸
官

並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
友
の
会

会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
「か
け
は

し
」愛
読
者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
平
素
よ
り
中
部
方
面
混
成

団
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月

一
日
付
で
第
三
代
中
部
方
面
混

成
団
長
を
拝
命
し
、
自
衛
隊
情
報

保
全
隊
本
部
（東
京
都
市
ヶ
谷
）か

ら
着
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
勤
務
の
最
終
盤
で
中
部

方
面
隊
唯
一
の
陸
曹
・陸
士
の
教

育
専
任
部
隊
、
並
び
に
即
応
予
備

自
衛
官
や
予
備
自
衛
官
補
等
の

「
人
」
を
育
て
る
部
隊
で
あ
る
中

部
方
面
混
成
団
で
勤
務
で
き
ま

す
こ
と
を
真
に
光
栄
に
思
い
ま
す

と
と
も
に
職
責
の
重
大
さ
に
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
国
内
外
情
勢
は
、

領
土
問
題
、
資
源
問
題
を
め
ぐ
る

中
国
の
不
穏
な
活
動
や
朝
鮮
半

島
の
軍
事
的
緊
張
な
ど
の
問
題

が
存
在
す
る
な
ど
、
国
際
情
勢
は

不
安
定
か
つ
流
動
的
で
あ
り
、
自

衛
隊
に
は
よ
り
厳
し
い
任
務
の
遂

行
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
「人
」を
育
て
る

人
材
育
成
の
重
要
な
任
務
を
担

任
す
る
中
部
方
面
混
成
団
で
は
、

こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
新
隊
員
、
陸

曹
候
補
生
を
受
け
取
る
師
団
長

等
各
部
隊
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

隊
の
特
性
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る

様
、
基
本
・基
礎
を
身
に
つ
け
た
隊

員
を
育
て
上
げ
る
べ
く
『明
る
く

前
向
き
に
』、
『基
本
・基
礎
』を
要

望
事
項
と
し
て
部
隊
で
真
に
役
立

つ
隊
員
を
送
り
出
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新

年

の

ご

挨

拶
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第
三
代
中
部
方
面
混
成
団
長
古
河
一
佐

着
任

新
団
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

古
河

克
樹
（
ふ
る
か
わ

か
つ
き
）

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
二
年
三
月
二
十
九
日

●
出

身

地

佐
賀
県

●
主
要
勤
務
歴

昭
和
五
十
四
年

防
大
卒
（二
十
三
期
）

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
（六
十
幹
候
）

平
成
九
年

外
務
事
務
官
（ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

平
成
十
二
年

統
合
幕
僚
会
議
事
務
局

第
一
幕
僚
室
人
事
計
画
班
長
（檜
町
）

平
成
十
三
年

統
合
幕
僚
会
議
事
務
局

第
三
幕
僚
室
企
画
官
（檜
町
）

平
成
十
四
年

第
三
十
六
普
通
科
連
隊
長
（伊
丹
）

平
成
十
六
年

東
北
方
面
総
監
部
調
査
部
長
（仙
台
）

平
成
十
七
年

第
九
師
団
司
令
部
幕
僚
長
（青
森
）

平
成
二
十
年

第
十
二
旅
団
副
旅
団
長
（相
馬
原
）

平
成
二
十
一
年

自
衛
隊
情
報
保
全
隊

情
報
保
全
官
（市
ヶ
谷
）

●
趣

味

ド
ラ
イ
ブ

着任式

中方総監・荒川陸将による紹介

前
団
長

濵
﨑
将
補

勇
退

●

団
長
要
望
事
項

「明
る
く
前
向
き
に
」

「基
本
・基
礎
」

●

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

「明
る
く
爽
や
か
な
駐
屯
地
」

「地
域
と
共
に
あ
る
駐
屯
地
」

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
付
で
、
中
部
方
面
混
成
団
長
兼
ね
て
大

津
駐
屯
地
司
令
に
古
河
克
樹
一
佐
が
着
任
し
た
。
十
二
月
一
日
に
着
任

行
事
が
実
施
さ
れ
、
幹
部
挨
拶
、
着
任
式
、
状
況
報
告
が
、
翌
日
に
隊

内
・施
設
巡
視
が
整
斉
と
進
め
ら
れ
た
。

古
河
団
長
は
、
着
任
式
で
、
「
我
々
が
、
訓
練
あ
る
い
は
生
活
す
る
に

あ
た
り
二
点
を
要
望
す
る
。
一
つ
目
は

『明
る
く
前
向
き
に
』と
い
う
言

葉
で
あ
る
。
同
じ
訓
練
を
す
る
の
な
ら
、
ど
の
み
ち
き
つ
い
訓
練
を
す
る

の
な
ら
、
楽
し
く
や
ろ
う
。
楽
し
く
や
っ
て
い
く
内
に
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が

前
向
き
に
出
来
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
厳
し
く
や
る
こ
と
は
必
要
だ

が
、
そ
こ
に
優
し
さ
が
あ
っ
て
楽
し
さ
が
な
け
れ
ば
、
前
向
き
に
勤
務
が

出
来
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
『基
本
・基
礎
』を
し
っ
か
り
と
教
え
ら
れ
る
部
隊
に
な
っ
て

頂
き
た
い
。
最
近
流
行
の
色
々
な
技
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

基
本
基
礎
を
し
っ
か
り
と
教
え
、
そ
の
上
で
新
隊
員
、
陸
曹
候
補
生
を

受
け
取
る
師
団
長
等
各
部
隊
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
の
特
性
に
応
じ

て
練
成
で
き
る
様
、
真
っ
白
く
て
基
本
基
礎
を
身
に
つ
け
た
隊
員
を
育
て

上
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。
」と
述
べ
、
着
任
の
辞
と
し
た
。

前
団
長
の
濵
﨑
哲
郎
一
佐
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
付
で
陸

将
補
に
特
別
昇
任
・勇
退
と
な
り
、
十
一
月
三
十
日
に
中
部
方
面
総
監
・

荒
川
陸
将
の
立
会
の
も
と
、
団
長
離
任
式
が
整
斉
と
挙
行
さ
れ
た
。

離
任
式
後
の
見
送
り
行
事
で
は
、
駐
屯
地
全
隊
員
の
盛
大
な
拍
手
で

見
送
ら
れ
、
二
年
間
の
大
津
駐
屯
地
で
の
勤
務
を
終
え
ら
れ
た
。

駐屯地隊員による見送り

隊内・施設巡視

中
部
方
面
混
成
団
（前
団
長

濵
﨑
哲
郎
一
佐
）及
び
大
津
駐
屯

地
所
在
部
隊
は
、
十
一
月
二
日
、

中
部
方
面
総
監

荒
川

龍
一
郎

陸
将
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。

荒
川
総
監
は
、
状
況
報
告
・営

内
巡
視
等
に
よ
り
、
団
及
び
大
津

駐
屯
地
の
現
状
・問
題
点
及
び
要

望
事
項
を
把
握
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
総
監
の
要
望
事
項

で
あ
る
「自
主
志
願
の
誇
り
を
持

と
う
」「任
務
必
遂
の
信
念
」「弛

ま
ぬ
武
の
錬
磨
」の
三
点
を
要
望

さ
れ
、
真
に
役
立
つ
隊
員
の
育
成

に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望

さ
れ
た
。

◆
中
部
方
面
総
監
初
度
視
察
受

訓練場視察

荒川総監と濵﨑前団長

47普連による儀仗



（３）第９号 か け は し 平成２３年１月１日発行

◆
所
望
の
練
度
に
達
す
る

第
一
中
隊
・二
中
隊
・直
轄
小
隊
練
度
判
定

第

四

十

七

普

通

科

連

隊

第

一

一

〇

教

育

大

隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

第

一

〇

九

教

育

大

隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（連
隊
長

谷
川

拓

美

一
佐
）は
、
十
月
九
日
か
ら
十
二
日
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
（滋
賀
県
高
島
市
）に
お
い
て

第
一
中
隊
及
び
直
轄
小
隊
（情
報
・通
信
・施

設
）の
練
度
判
定
を
、
そ
し
て
、
十
一
月
十
九
日

か
ら
二
十
三
日
の
間
、
む
つ
み
演
習
場
（
山
口

県
阿
武
郡
）に
お
い
て
第
二
中
隊
及
び
衛
生
小

隊
の
練
度
判
定
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

本
練
度
判
定
は
行
進
に
引
き
続
く
「防
御
準

備
」の
中
で
、
中
隊
長
・小
隊
長
の
企
図
の
明

示
・徹
底
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
を
主
体
に
そ
の
練
度
を
判
定
し
た
。

各
中
隊
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
年
間
三
十

日
の
限
ら
れ
た
訓
練
日
程
の
中
で
、
年
度
当
初

か
ら
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
訓
練
を
実
施
し
、

参
加
し
た
全
隊
員
が
統
裁
官
（連
隊
長
）が
要

望
す
る
練
度
を
目
標
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
位
・役
割
に
応
じ
て
積
極
的
に
行

動
し
た
結
果
所
望
の
練
度
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
事
が
で
き
た
。

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

髙
木
一
成

一

佐
）第
一
一
七
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
一
三

四
名
の
学
生
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十

七
日
か
ら
約
十
日
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に

お
い
て
普
戦
協
同
訓
練
、
〇
一
式
軽
対
戦
車

誘
導
弾
実
射
訓
練
、
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
縮

射
弾
・演
習
弾
実
射
訓
練
、
各
個
戦
闘
射
撃

訓
練
、
迫
撃
砲
に
よ
る
昼
夜
間
実
射
訓
練
を

実
施
し
た
。

こ
の
間
学
生
は
、
寒
風
吹
き
荒
れ
、
冬
の
到

来
を
感
じ
る
あ
い
ば
野
で
寒
さ
に
負
け
じ
と

自
ら
に
激
を
と
ば
し
、
各
種
訓
練
に
お
け
る

任
務
を
遂
行
し
た
。

教
官
・助
教
は
、
射
撃
は
任
務
を
達
成
す
る

た
め
の
主
た
る
技
能
で
あ
り
、
普
通
科
隊
員

と
し
て
必
ず
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技

術
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
一
歩
間
違
え
れ

ば
重
大
な
事
故
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
さ
せ
、
射
撃
術
だ
け
で
は
な
く
、

射
場
勤
務
要
領
や
安
全
管
理
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
よ
く
教
育
し
て
い
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊
長

品

川
善
邦

三
佐
）は
、
十
一
月
四
日
に

国
分
台
演
習
場
（香
川
県
坂
出
市
）に

お
い
て
平
成
二
十
二
年
度
大
隊
基
幹

要
員
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
歩
哨
訓
練
、
昼
間
か

ら
夜
間
に
か
け
て
の
二
十
七
ｋ
ｍ
行
進

訓
練
及
び
重
機
関
銃
の
操
作
訓
練
を

実
施
し
、
所
望
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
際
、
歩
哨
訓
練
に
つ
い
て
は
二

十
三
年
度
実
施
す
る
一
般
陸
曹
候
補

生
課
程
に
反
映
で
き
る
よ
う
多
種
多

様
の
状
況
に
基
づ
き
、
連
続
状
況
下
に

お
け
る
訓
練
を
行
い
、
各
中
隊
の
指
導

レ
ベ
ル
の
均
等
化
を
図
る
と
と
も
に
、

各
中
隊
意
見
を
出
し
合
い
認
識
の
統

一
を
図
り
教
育
指
導
法
の
要
領
を
完

整
し
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊
長

西
野

強

二
佐
）は
、
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力

本
部
の
依
頼
を
受
け
、
十
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
及
び
十
一
月
一
日
か
ら

二
日
ま
で
の
間
、
大
津
駐
屯
地
近
隣
の

唐
崎
中
学
校
二
年
生
十
九
名
の
職
場
体

験
学
習
を
支
援
し
た
。

体
験
学
習
に
参
加
し
た
中
学
生
た
ち

は
、
基
本
教
練
、
宿
営
訓
練
及
び
野
外

衛
生
、
飯
ご
う
炊
飯
、
体
力
測
定
等
の

各
種
訓
練
体
験
を
経
験
し
た
。
特
に

ジ
ー
プ
・戦
車
の
試
乗
説
明
に
大
変
興

味
を
も
っ
て
い
た
。

学
習
を
終
え
た
生
徒
達
は
「自
衛
隊
の

仕
事
を
体
験
し
て
す
ご
く
い
い
経
験
に

な
っ
た
。
」「す
ば
ら
し
い
仕
事
と
思
っ

た
。
」な
ど
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

こ
の
五
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
通

じ
て
中
学
生
に
対
す
る
規
律
心
・団
結

心
を
養
う
と
と
も
に
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
・親
近
感
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

◆
六
ヶ
月
の
教
育
の
締
め
く
く
り

第
一
一
七
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

◆
各
種
訓
練
を
体
験職

場
体
験
学
習

◆
指
導
レ
ベ
ル
の
均
等
化
を
図
る

平
成
二
十
二
年
度
大
隊
基
幹
要
員
訓
練

適切な救急処置徒歩行
進

普戦共同訓練個人携帯対戦車弾射撃

行進訓練 歩哨訓練 宿営訓練 基本教練
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お

知

ら

せ

十
月
一
日
発
行
「か
け
は
し
」

第
八
号
で
第
一
一
〇
教
育
大
隊

長
品
川
三
佐
の
氏
名
善
邦
を
善

法
と
経
歴
海
田
市
駐
屯
地
業

務
隊
司
令
職
務
室
長
を
司
令

業
務
室
長
と
誤
っ
て
掲
載
致
し

ま
し
た
こ
と
を
紙
面
を
通
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
事
務
局

平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
か

ら
五
日
の
間
、
伊
丹
駐
屯
地
に
て

「
第
十
二
回
中
部
方
面
自
衛
隊
挙

法
（
徒
手
格
闘
）選
手
権
大
会
」が

開
催
さ
れ
、
開
会
に
先
駆
け
て
大
津

駐
屯
地
業
務
隊
青
谷
曹
長
が
、
第

一
回
大
会
か
ら
本
大
会
ま
で
選
手

と
し
て
参
加
さ
れ
、
生
涯
現
役
を

貫
い
た
功
績
及
び
後
継
者
の
育
成

に
よ
る
功
績
に
よ
り
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
た
。

ま
た
、
個
人
戦
女
子
の
部
で
は
一

〇
九
教
大
三
嶋
三
曹
、
山
田
三
曹

が
出
場
。
双
方
予
選
リ
ー
グ
を
勝

ち
進
み
、
決
勝
戦
に
て
対
戦
。
僅
差

の
末
、
山
田
三
曹
が
優
勝
、
三
嶋
三

曹
が
準
優
勝
の
輝
か
し
い
成
果
を

勝
ち
得
た
。

年
男

新
年
の
抱
負

４７普連 ３中

１曹 鶴田 裕一

４曹教 共通中

１尉 空 英徳

１１０教大
３３３共中中隊長

１尉 山本 誠

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
四
度
目
の
年
男
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
度
目

の
年
男
の
時
と
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
は
、
私
的
な
こ
と
と
し
て
家
庭

を
持
ち
、
娘
を
授
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
仕
事
と
し
て
は
、
主
特
技
で
あ

る
迫
撃
砲
を
離
れ
て
狙
撃
班
長
と

し
て
新
装
備
で
あ
る
対
人
狙
撃
銃

の
教
育
訓
練
に
即
応
予
備
自
衛
官

の
班
員
達
と
共
に
従
事
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
で
の
抱
負
と
し
て
、
小
学
校

に
入
学
す
る
子
供
の
た
め
に
健
康

第
一
で
出
来
る
限
り
学
校
の
行
事

に
は
参
加
す
る
こ
と
。
仕
事
で
の
抱

負
と
し
て
は
、
対
人
狙
撃
銃
の
教
育

訓
練
の
充
実
、
普
及
に
努
め
る
と
共

に
早
期
戦
力
化
を
図
り
つ
つ
、
自
ら

も
識
能
を
高
め
コ
ア
連
隊
と
し
て
フ

ル
連
隊
に
負
け
な
い
狙
撃
班
に
し
て

行
く
こ
と
で
す
。

隊
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
、
卯
年
、
自
衛
隊
生

活
三
回
目
そ
し
て
自
衛
隊
生
活
最

後
の
年
男
、
一
回
目
は
小
学
生
、
二

回
目
は
陸
曹
候
補
生
を
目
指
し
て

お
り
、
三
回
目
は
一
般
幹
部
候
補

生
と
し
て
日
々
充
実
し
て
い
た
頃
で

あ
っ
た
。
四
回
目
の
今
は
、
第
四
陸

曹
教
育
隊
勤
務
で
、
仕
事
も
余
暇

も
充
実
し
て
い
る
が
、
五
回
目
を
迎

え
る
ま
で
に
定
年
を
迎
え
、
子
供
の

巣
立
ち
も
あ
り
、
大
き
な
変
化
を

迎
え
る
た
め
に
基
盤
を
作
っ
て
い
く

期
間
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

年
男
と
し
て
こ
れ
を
い
い
機
会
に
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
見
つ
め
直
し
、

肥
や
し
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
将
来
を

よ
く
考
え
て
「こ
の
年
だ
か
ら
出
来

る
こ
と
、
や
る
べ
き
事
」を
十
分
踏

ま
え
て
残
り
の
自
衛
隊
勤
務
や
自

分
の
将
来
を
大
事
に
過
ご
し
て
充

実
さ
せ
た
い
と
思
う
。

平
成
二
十
三
年
は
卯
年
。
四
度
目

の
年
男
だ
。
何
と
な
く
「青
春
」
と
い

う
言
葉
が
遠
ざ
か
っ
て
行
く
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
。

あ
る
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
「
青

春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
信
念
と

希
望
に
溢
れ
、
勇
気
に
満
ち
て
日
々

新
た
な
活
動
を
続
け
る
限
り
、
青

春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の
で
あ

る
。
」と
い
う
詩
が
目
に
入
っ
た
。

人
は
皆
年
を
と
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は

自
然
の
掟
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
、

精
神
的
に
は
、
何
歳
に
な
ろ
う
と
も

青
春
時
代
と
同
じ
よ
う
に
日
々
新

た
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
は
ず
だ
と
思
う
。

「
精

神
面
で
の
若
さ
を
失
わ
ず
、
明
る

く
前
向
き
に
新
隊
員
等
教
育
を
担

任
実
施
し
よ
う
。
」

こ
れ
が
私
の
新
年
の
抱
負
で
あ
る

私
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
本
管
中
隊

の
衛
生
小
隊
員
の
訓
練
を
し
て
お

り
、
普
段
は
岡
山
で
自
営
業
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。

訓
練
出
頭
の
折
は
片
道
約
三
五

〇
キ
ロ
、
少
々
遠
い
の
で
朝
も
ず
い

ぶ
ん
早
い
で
す
が
、
三
〇
日
出
頭
は

し
っ
か
り
出
て
お
り
ま
す
。
自
営
業

で
あ
る
分
、
会
社
に
お
勤
め
の
隊
員

よ
り
は
、
幾
分
出
頭
調
整
も
易
い
で

す
が
、
客
商
売
な
の
で
訓
練
前
後
に

無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
入
れ
て
営

業
に
穴
が
空
か
な
い
よ
う
な
苦
労

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
は

苦
痛
で
は
な
く
、
自
分
の
仕
事
の
活

性
剤
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
様
な

気
も
し
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
私

の
店
に
来
店
さ
れ
る
お
客
様
は
、
ほ

と
ん
ど
私
が
即
自
で
訓
練
を
し
て
い

る
事
を
御
存
知
の
方
ば
か
り
で
す

の
で
、
私
は
実
質
「自
衛
官
」と
い
う

立
場
に
皆
か
ら
見
ら
れ
て
い
る

◆
第
十
二
回
中
部
方
面
自
衛
隊

挙
法
（
徒
手
格
闘
）選
手
権
大
会

隊

員

投

稿
４７普連 本管中
即応予備１曹
櫻田 和子

か
ら
で
す
。
そ
う
な
る
と
商
売
人
で

も
あ
り
、
自
衛
官
で
も
あ
る
私
を

常
に
お
客
様
か
ら
見
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
下
手
を
す
る
と
田
舎
で
す

か
ら
私
の
行
動
イ
コ
ー
ル
自
衛
隊
イ

メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
「キ
ツ
イ
ん
じ
ゃ
ろ
う
？
頑
張
ら

れ
え
よ
」と
か
「仕
事
し
な
が
ら
自

衛
隊
は
大
変
じ
ゃ
ろ
う
」と
の
言
葉

も
店
で
よ
く
頂
き
ま
す
。
そ
ん
な
お

客
様
の
目
に
恥
じ
な
い
仕
事
、
訓
練

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
に

よ
っ
て
は
「日
当
ど
ん
だ
け
貰
え
る

ん
？
」と
聞
い
て
来
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
自
営
業
は
営
業
報
酬

で
す
が
即
自
で
は
訓
練
手
当
で
す
。

そ
の
額
に
見
合
う
、
ま
た
そ
れ
以
上

の
訓
練
を
し
て
こ
な
く
て
は
隊
員
と

し
て
も
、
い
ち
商
売
人
と
し
て
も
失

格
だ
と
思
っ
て
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
人
に
と
っ
て
私
は
自
衛

隊
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
か
ら
。

現
役
時
は
陸
自
の
航
空
部
隊
で

管
制
官
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
今
の

職
種
は
全
く
初
心
者
、
新
隊
員
同

様
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
お
陰
様

で
年
々
練
度
も
向
上
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
商
売
も
し
な
が
ら

万
が
一
の
為
の
訓
練
も
し
て
い
る
。

そ
ん
な
人
も
い
る
の
だ
な
と
地
域

の
人
々
に
好
意
的
に
見
て
頂
け
る

様
に
、
今
後
の
出
頭
訓
練
も
仕
事

と
両
立
さ
せ
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

青谷曹長左から三嶋３曹と 山田３曹

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

体

験

搭

乗

大
津
駐
屯
地
は
、
十
一
月
十
五

日
、
駐
屯
地
に
お
い
て
、
部
外
協

力
者
と
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
対
す

る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
を
、

第
三
飛
行
隊
の
支
援
の
も
と
実

施
し
た
。

二
十
六
名
の
参
加
者
た
ち
は
、

初
め
て
体
験
す
る
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
搭
乗
と
、
上
空
か
ら
見

る
京
都
・大
津
市
の
景
観
に
大
変

感
動
し
「貴
重
な
体
験
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。UH-1前で全員で記念写真

健闘をたたえ合う選手達

「も
う
三
十
六
歳
か
ぁ
。
」そ
ん

な
言
葉
が
真
っ
先
に
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
早
い
年
月
が
過
ぎ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

年
男
に
な
る
抱
負
と
し
て
、
「何

事
も
全
身
全
霊
を
尽
く
す
」こ
と
を

掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
仕

事
、
家
庭
共
に
充
実
し
て
お
り
、
仕

事
面
で
は
、
教
育
部
隊
に
勤
務
し
て

い
る
特
性
上
、
基
本
基
礎
の
確
行
は

も
ち
ろ
ん
、
部
隊
、
後
輩
育
成
の
た

め
、
視
野
を
広
げ
、
色
々
な
情
報
収

集
を
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
家
庭
面
で
は
、
昨
年
四
月

に
三
人
目
長
男
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
責
任
を
感

じ
、
親
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
悔
い
の
な
い
よ
う
に
大
切
に

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 １０９教大３１５共中

３曹 北村 誠
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